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要請番号（JL46321A10）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

エジプト G157 日本語教育 個別 新規 2年 ・2022/1 ・2022/2

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

高等教育省

2）配属機関名（日本語）

アズハル大学

3）任地（ カイロ ） JICA事務所の所在地（ カイロ ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は、カイロに本部をおく公立大学で、基礎となるモスク付属の教育施設は970年から始まり、現存する世界最古
の大学の1つである。イスラム教スンナ派の最高教育機関としての機能を持ち、50万人の学生が約90ある各学部にて学
んでいる。言語翻訳学部は1965年に開設、現在16の学科にてイスラム圏外の外国語も含む様々な言語が学ばれており、
日本語学科は2018年に開設した。全体の約6%は海外からの留学生である。男女分かれてキャンパスが設置され、地方
の分校もある。大学以外にも小学校から高校などアズハル大学に関連する教育施設がエジプト国内、また海外にも存在
する。

【要請概要】
1）要請理由・背景

日本語学科は初年度の入学者が多く250人以上の学生を5名のエジプト人講師で対応した。その結果進級テストで不合格
者が多く発生したため、今年度は新入生を受入れず、進級した2年生(90名程)と不合格者(70名)への授業を行っている。
しかし、エジプト人講師の指導レベルは低く(過去に指導経験がない)、指導技術の早急な向上が求められている。また
効率的なカリキュラムの策定や教科書選定等にもエジプト人講師のみでは判断に迷うことも多く、日本人教師のサポー
トが求められ今回の要請に至った。現在日本語学科は男子学生用キャンパスのみに開設されているが、大学側は将来的
に女子学生用にも日本文学学科の開設を希望している。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.エジプト人講師に対し、日本語教師としての技術が身に付くよう技術指導、その他試験問題作成、採点などのサポー
トを行う。
2.日本語学科のカリキュラムをエジプト人講師と共に策定する。
(※現時点では各講師がカリキュラム・到達目標のないままに授業を進めている状況)
3.日本語学科の学生に日本語の授業を行う。
4.日本文化紹介イベント実施に向けた側面支援。
5.留学手続きの側面支援。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

教室、教材(『みんなの日本語』等)、スピーカー、液晶プロジェクター

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
学部長(男性60代)
エジプト人講師5名(女4名男1名、40～50代、いずれも非常勤。うち2名は日本語能力試験N2レベル)
活動対象者:
日本文学学科の学生(男子)約160人(1.2年生)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

エジプトアラビア語

6）生活使用言語

エジプトアラビア語

7）選考指定言語

英語(レベル:C)

【資格条件等】
[免許]：（日本語教育に関する資格）

[性別]：（男性）　備考：男子学生用キャンパスであるた
め

[学歴]：（大卒）　備考：同僚と同レベル

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：授業を行うため

[参考情報]：

　・カリキュラム策定経験、講師指導経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（砂漠気候）　気温：（5～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
同配属先に短期シニア隊員募集予定(活動期間:2020年8月から2021年7月まで)、協働が求められる
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